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AbstractRed

，　as 　the　socialist　color ，　 held　a 　specjal 　place　in　Chirla　in　the　past，　and 　 nowadays 　red 　is　stil」regarded 　as 　the

most 　typical　color　for　China．　In　Drder 　to　interpret　the　meaning 　of　red 　for　Chinese　students 　today，　a 　study 　was

conducted 　at　four　cities　in　China，　including　Beijing，　Wuhan ，　Hangzhou ，　and 　Chongqing．　When 　presented　with　the

red 　color 　chart ，536　students 　were 　asked 　to　answer 　questions　abo 凵t　color 　preference，　asseciations 　from　red ，　what

items　of　red 　they　possess　and 　use ，　the　symbolic 　color　for　Japan　and 　China，　etc，　This　study 　found　that　the　Chinese

students 　comparatively 　preferred　red ．　For　them，　red 　has　a　rich　and 　mixed 　meaning −of　tradition，　politics，　function

etc．　Among 　these　associations
，
　the　traditional　meaning 　of　auspicious 　strongly 　influences　the　tendency 　to　prefer

red ．　At　the 　same 　time，　the　meaning 　of　red 　is　renewed 　through　cultural　change 　and 　the　progress　of　time．

Keyword ：red ，　image，　color 　preference，　colorassociation ，Chinese

要　旨

　共産主義の政治色 として の赤は、今 日相変わ らず中国の最たるイメ
ー

ジ色であ り続けている。本研 究は現代の

中国人学生の 赤の イメージ に対する解釈を試みたもの で ある、

　本研究は中国の北京、武漢、杭州、重慶の4 つ の地域 におい て、536 名の大学生　（男性 294 名，女性 232 名）

に対し、赤系色票を提示したうえ、赤に対する認識、赤に対する嗜好、赤い物の 所有状況、赤からの連想語、日

中のイメ
ージ色、色彩に対する態度な どに関するアンケ

ー
ト調査を行 っ た 。

　 そ の 結 果 、中 国 人学 生は赤 を嗜好する傾向が見 られた 。彼 らにと っ て 、赤 は伝統、政治、機能な どの 意味が込

め られる色で ある こ とが分か り．特に、代々受け継がれ て きた伝統の 「め で た い」意味が強 く赤の嗜好 を左右す

ることが分か っ た 。 また、文化交流 と時代の影響で赤が持 つ 惷味も変化してきて い る こ と が示唆された 。

キーワー ド ：赤、イ メ
ー

ジ、色彩嗜好、色連想、中国 人
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1，緒言

　世界が政治的に 二極化した時期に、中国のイメ
ージ

と して 赤が強調された背景には政治が強く影響 して い

ると見てよ いであろ う 。 しか し、今日でも共産主義

の政治色と しての赤は、相変わ らず中国 の 最 た る イメ

ー
ジ色であ り続 けている。世界 的に見 ても、中 国人

のいる ところには必ず中華街がある 。 これらの 中華

街 に共通す る特徴 は、中国風の建 築を強調する と共

に 、大胆な 赤色使い を多用す る こ とで あ る。また 、

中華街では赤色を背景 に、黄色や青などの 鮮や かな

色 を用 い た 配色が建 物や飾 りに多用 され て も い る 。

そうした配色が中国な らで はの 風景を演 出 して いる。

なぜな らば、中国人にと っ て赤は生活に欠かすこ と

で きな い 色で あ り、歴史の反 映で あ り、継承 されて

きた文化であるか らで ある。

　紀元前
一

世 紀の前漢 の 末 頃 に 成立 した 陰陽五 行説

によると、赤は南方向を示 し、瑞祥の色として、慶事

に使われており、中国特有の 色彩観が表現され て い

る
1］

。また、漢の劉熈の 「釈名」によ り布帛の色に つ

いては、「赤は赫也、太 陽の色也」
R）

とされた 。 中国人

にと っ て、赤は生命力の強い 色の 一つ で あ り、生命、

太 陽、血液 、霊魂、希望、光明、情熱、勝利、め で

た い などのイメ
ー

ジとつ ながるため、人々の思想に影

響 し続けてきた
3 〕

。

　 こ のよ うに、赤に関する研 究は、こ れま で 歴史や

芸術などの角度か らの報告が多か っ た 。 しか し、日

常に 対す る 視点 が不 足 して い る。実際 に現代 人の赤

に対する色彩感情に影響を与える要素は何なの で あ

ろうか 。 本研究は現代の中国人学生が持つ 赤のイメ
ー

ジの解釈 を試み たも の で あ る。地域性、国民性を色

彩 感情面か ら捉 え、社会の進歩に伴 う赤の意味の変

化に も迫 っ た。

2．目的

　本研究は中国の 北京、武 漢、杭州、重慶の 4 ケ所 に

お い て 、赤の イメージを解釈する こ とを起点 とし、地

域の違い がどのよ うに色彩感情や色彩感覚に影響す

るかとい う点につ い て検討する こ とを目的とした。

Table1 対象者の構成

調査地域 平均年齢 男 性　女 性 合 計

北 京

武 漢

杭 州

重 慶

24．0 才

2α8 才

21．0 才

21．0 才

68 人　 78 人

61 人 　 89 人

42 人 　 85 人

61 人 　 52 人

146 人

150 人

127 人

113 人

合 計 21、7 才 232 人 　 294 人 536 人

大学文学部歴史専攻及び中央財金大 学経済学部国 際

金融専攻、武漢の 被験者は 、華 中師範大学経済学 部

経済学専攻、杭州の被験者は、浙江大学理学部運用

数学専攻、重慶の被験者は 、重慶郵電大学工学部 電

子情報シ ス テ ム専攻及び生物工 程専攻で あ っ た。

3．2．刺激

　「中国 伝 統色対照 表」
4 ）

に よ り 、「大紅 」＜ 4R

4．5114 ＞ と 「朱」＜ 7R　5．Of14 ＞を基 準と して、赤

系の 16 色の カ ラ
ー

チ ャ
ー

トを作成した。A5 版の ニ ュ

ートラル グレ
ー

の 台紙 に赤系の 16 色 （各色 3．5x

2 ．Ocm ）を 貼 D 付 けた 。各 色 は 最 高 彩 度 （平 均

C ］433 ）を用い 、縦方向に同色相を、横方向には同

明度を配 した 。 明度 （＞alue ）は 下 から、40 ，4 ．5 ，

5．0，5．5で あり、色相 （Hue ）は左 から4R ，5R ，6R ，

7R とした （Fig，1を参照）。

4R （55 ／15） 5R（55 ／15） 6R （55 ／15） 7R（55 〆15）

一酌酌
　　　　1 2　 　　　 　　 　　　 　 3　 　　　 　　 　　　 4

4R （50 ／15） 5R（50 ／15） 6R（50 ／15＞ 7R（50 〆15）

5　　 　　 　　　 　　 6　　　 　　 　　　 　　 7　 　　　 　　 　　　 8
　　　　　　幅曲．

4R（45 ／15） 葡 司…　．一、．由广甜．7「−
　　　　1［1

6R（45 ／15） 7R （45 ／15）

9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11　　　　　　　　　 12

4R（40 ／L5） 5R（40 ／15） 6R（40 ／15） 、7R （40 ／15）

13　　　　　　　　　　　　　　M 　　　　　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　　　16

Fig．1　 16 色の赤系力ラーチ ャ
ー

ト

3．調査方法

3．1，対象者

　Table1に各地域における対象者とその構成を示す 。

各調査地域におけ る被験者の 所属大学及び学部 ・専

攻は以下 の通 りで ある。北京の被験者は、北京師範

3．3．手続き

3．3，1．手順 1

　対象者に刺激を提示 し、「最も赤らしい」色を 16 色

の中か ら選ばせ、「最 も好きな赤色」、「活発な」、「親

しみやすい 」、「豪華な」、「緊張感がある」、「目立 つ 」、
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「女性 らしい 」、「美 しい 」、「穏 や か な 」、「危険な 」、

「しゃ れた」、「強烈 な」、「楽 しい」、「妖艶な」などの

評価語につ いて、相応しい色を 16 色の 中か ら選択さ

せた。

3．3．2，手順 2

　以下 の 項 目 に おける赤 い 物の所有状況につ い て 回

答させ、そ の物の色に最も近い色を 16色の色票の中

か ら選択させた。回答 を求 めた品 目は次の通 D で あ

る 。

　 トッ プス
・ボ トム ス ・コート・ワ ン ピ

ー
ス ・

　靴下 ・靴
・
バ ッ グ

・
手袋

・帽子
・
マ フ ラー ・

　下着 （上下どちらで も）

　また 、「赤」に対する態度、赤い 物の 所有状況、赤

か らの連想語、日中のイメ ージ色等に 関す る 質問を設

け、回答 して も らっ た。

4 ．OXI5 ＞ とい っ た明度 の 低 い 、黄み 寄り の 色群 に集

中した。特に 「豪華な」に対 しては、全て の 地域か ら

の回答 が一致 して お り、＜ 7R　4．0115 ＞ が豪華な赤

色 として 選択された、また、＜ 7R　40115 ＞ は 「最も

赤らしい」色 として最も選択された。

　明 度 の よ り 高 い 、黄 み 寄 り の 色 群 に は、 ＜ 7R

5，01］5 ＞ 、＜ 6R　4 ．5115 ＞、＜ 7R　4 ．5！15＞ が含

まれる 。 これらの色は 「楽しい」、「美 しい」、「穏やか

な」な どの評価語 に 対す る 選択が 目立 っ た。

　更 に、明度の高 い 、青み寄 り の色の
一

つ で ある 〈

4R 　55115 ＞ は 、「親 しみ やすい 」赤色 と して 4 地域

で 共通 して選ばれた 。

　各評価語 に対する色の 選択は、特定の色 に集中 し

て いなか っ た 。 また、評価語に対す る色の 選択には

各地域の特徴が現れている部分もあ っ た （Fig．3〜6を

3 ．4 ．調査条件

　調査は蛍光灯による照 明の 室内で 実施 した。
活 発な（123 り．
親 しみ や すい tl2．3｝ ；

弖尽〔55 　15） SR，、55・1b1

3 ．5 ．調査期間

　2004 年4月初旬〜6月初旬

3 ．6 ，調査地域 の 位置

　　　 宀L，
　 　 　 广

ノ
　　　、

　 　 、」　　　 c一

　丿　
ヘ

ー ＿一，丿

実
〜　　

中 國

　　！
（

、

ぺ　晃 7
ノ 　　　ジ
　 　 　 　 「〆

／
ル

ア

顰
パ

丶

＼
詔

壷 遍 ♂

　　　　　　無へ
vrt

’ノCl・　e

Fig．2　調査地域分布
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癖

♂

贈
ー

　 4R・／5o・ね コ

匚 ＿
　 4R・／45 　15）

匯魍

5RisV 　lb．

口
　 6Rils　5．’15

「 ・

　 6R（50i 引

美しい UIO ：．　 　 女 性 らしい ’110

　 5RC4ら　151

匚コ囈
　 5Rl40

二Ll

6R〔45 ・15：

　 ら しい 〔1991

　 ＿〔1031

4 ，結果及び考察

4 ．1，評価語 に対する色選択

4 ．1．1．評価語に対する色選択率

　全体的 に選択 の ば ら つ き が目立 っ たため、16色の

赤色を大き く3つ の群に分 け、考察を進 めて い く こ と

とする 。

　「最も赤らしい」、「豪華な」、「強烈な」、「目立 つ 」と

い う評価語に対する選択が 〈 6R　4．Of15 ＞ と く 7R

匚

　 　 4R 〔40 　15 ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　 6R 〔40 ・’15〕　　　　　 IR 〔40 ・15 ♪

　　　　　　　　 （単位 ；％ ，†P く．1，“Pく ．U5，”±kp
〈 ．001 ）

Fig．3　評価語に対する選択色 （北京）

（単位 ：％ ，†P＜ ．L ’

P く ，05，　tdep
く 、01，漁

P ＜ ．001 ）

Fig．4　評価語に対する選択色 （武漢）
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（単位：％，十p く ．1y  ＜ ．05，　fttp
く．01）

Fig．5　評価語 に対する選択色 （杭州）

（単位 ：％ ，†p く ．Ltp ＜．05，忠 t ＋

p〈 ，001）

Table2

　

　

16 色からの選択における色相間の比較

P ・ ．1，■P ・ ．05 ，■P ・ ．Ol，■b ・ ．001

Table3 　 16 色か ら の 選択に お け る 明度間の 比較

Fig．6　評価語に対する選択色 （重慶）

参照）。 例えば、「最も赤らしい」に対して、武漢、杭

州、重慶においては ＜ 7R 　4 ．O！1　5 ＞ に集 中 したの に

対 して 、北京 は ＜ 6R4 ．0！15 ＞ と 〈 7R4 ，0115 ＞ に

選択が二 分される傾向がみ られた。更に 、重慶で は 、

各評価語 に対する選 択は黄み寄りの ＜ 7R 　40 ！15 ＞

と 〈 7R 　4．5115 ＞ に集中して い た。

4 、1．2 ，色相と 明度の偏り

　各項 目に対する選択傾 向を把握するため 、明度毎

に4 色を群化 し、同明度の 4 色間で 1x4 の X2 検定

（Table2 を参照 ）を行 っ た 。 全体 的に、明度 を問わ ず

7R と4Rが比較的選択される傾向が共通 して見 られた。

　
一

方、同色相毎に 色を群化 し、同色相の 4 色間で

］× 4 の X2 検定を行 っ た結果 （Table3 を参照 ）では、

各項 目におい て 、4地域共に色相を問わず明度 4．0が

頻繁に選択されていた ことが明 らかとな っ た 。

Pく ．i．　b く．05，■Pく．0咽駈 く，001

4 ．2 ．赤色に対する色彩感情

4．2．1，嗜好色及び嫌悪色の 順位

　北京、武漢、杭州、そ して 重 慶の 4 つ の都市にお い

て 、最も好きな色の上位 3位と最も嫌 い な色 の 上位3

位 を回答 して も ら っ た結果 （Table4 を参照）、何れ の

地域に お い て も赤は 嗜好色 と して 比較的上位 に選 ばれ

た 。 特に杭州における嗜好率は 23 ．20／o に達し、嗜好

色の 1位 にな っ た 。 その他の北京、武漢、重慶におけ

る赤 の 嗜好率 は ほ ぼ同 じで あ り、嗜好色の 上 位6位 に

入 っ た。

　 ま た 、Table5 に よると、北京 と重慶の 嫌悪率 はそ

れぞれ僅か 2．30／・ 、28 ％ にとどま っ た。嫌悪色と し

ての赤の選択率は 4地域ともに低く、特に嫌われる色

で は な い こ とが明 らかにな っ た。

　これ らの選択の川頁位付けに関わ らず、嗜好及び嫌

悪毎に各色の 回答頻度を合計した もの に対 して、x2

検定をかけた結果 、全て の選択 にお い て 有意な偏り

が見 られた。
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Table4　中国 4 つ の 地域における嗜好色

1位　 2位　 3位　4位　5位　6位　7位　8位　9位　10位　11位　12位

北京

訊雑

青　　白　毒・縁　桃　　黒　　紫　　橙　　黄　　藍　　灰　　茶

ピ1．l　　l5．；3　　11ρ　　9　5　　　9　2　　　8．9　　　4　8　　　4　3　　　2　1　　　2　1　　　【L5

武漢
☆肯士

青　　白　　緑　　枩　　紫　　桃　　黒　　橦　　黄　　藍　　灰　　茶

24．4　15．3　1］6　9惑　　8．9　 呂．T　 b．L｝　 5．1　 4．マ　 21　 ｛〕．9　 〔〕2

杭州
冨肯

毒　　緑　　青　　白　　紫　　橙　　黒　　桃　　黄　　藍　　灰　　茶

23．2　　15、2　　11．6　　1L卩．τ　　醒　6　　　ヨ　3　　　丁．　i　　4．5　　　4　2　　　3　3　　　2．1　　　〔L9

重慶
ズ士

青　　白　緑
・桃　紫　　赤　　黄　黒・橙　藍　　灰　　茶

228　　1騒；i　lL4　　10．：j　　g曁0　　　6．1　　5　6　　　1　6　　　0．S　　O3

単位 ；％，
湫

p く ．Ol，　
kttp

く ．001

Table5　中国4つ の 地域 における嫌悪色

1位　2位　3位　4位　5位　6位　7位　B位　9位　10位　1i位　12位

北京

r 髯

茶　　灰　　藍　　紫　　黄　緑・桃　黒　　橙　　青　　赤　　白

2呂　：3　　1了．1　　1；ヨ．9　　7．S　　　7．4　　　7．1　　　6　ろ　　　4．4　　　3　5　　　2．3　　　2．1
武漢
ア尭

茶　　灰　　藍　黒
・藍　紫　　緑　　桃　赤・橙　白　　青

’
丿5　9　　21．2　　12．2　　　丁　8　　　　丁，3　　　6．9　　　5　4　　　4．4　　　〔3．丁　　　［）．ろ

杭州

六士

茶　　灰　　藍　　桃　　紫　　黄　　黒　　緑　　赤　　櫁　　白　　青

25　2　　23．‘｝　　］け　7　　　9　7　　　呂齟2　　　臼『甘　　　蕊　．ヨ　　　5　〔ト　　　4．至　　　：3．哺　　　　］，6　　　　け．6
重慶

皆訶士
茶　　灰　　藍　緑 紫　黒　　黄　　橙　　桃　　赤　青・白
26．2　21．呂　llj，3　 S5　 7、5　 ・Ll　 3．6　 3．：3　 猛．8　 1 丁

単位 ：％，
’ktp

く ．01 、　
dedetp

く ．OOl

4 ．2 ．2 ．赤に対する嗜好

　赤の 好 む度合いにつ い て 5段階で 回答を求めた結果

（Fig．7 を参照）、4つ の 地域 で は何れも類似する傾向

が見 られた。まず、「やや嫌い」「非常に嫌い」とす る

回答は 4つ の地域 とも6 ％ 程度に留ま っ た。「どち ら

と も 言えな い」は全地域 とも 3分の 1であ り、そ れ 以

外の 選択は 「やや好き」と 「非常に好き」に集中した 。

　その うち、重慶におい て は 「好き」とい う回答が最

も多 く見られた。また、北京 における回答の 2050 ／o

は 「非常に好き」で あ り、他の 地域 よ D明 らかに多か

っ た とい え る 。 こ の 結果は、他の 地域と比 べ 、北 京

の 学生は赤に対す る感覚が鋭敏に な っ て い る こ とを

示 して い るので はない か と 思わ れ る 。

　中国人学生 に お い て 、赤は比較的好 まれる色 であ

り、決 して嫌 われる色 でな い ことが統計的にも示さ

れるとい える 。

4．2，3．赤色の所有物の有無

　赤い 物 の 所有 率は、4 つ の 地域全て におい て 750／o

以上 で あ っ た 。男女 を合わせてみる と、武漢と重慶

において 90 ％ 以上の高い 所有率が示された （Rg 　 8 を

参照 ）。杭州 で の所有率は 4つ の 地域中最も少なか っ

たが、それで も 79 ．7L／o にも上 っ た、4地域全て にお

い て 赤い 物の所 有率 は 高 く、愛用 さ れ て い る現状が

掟え られた。

　また、4 つ の地域の 男女差を調べ た結果、全地域に

おい て 女性 は男性 よ り も 赤 い 物を所有 す る 傾向が見

られた 。 こ れ は男女の色の 口耆好 をなぞ っ た傾向であ

るともいえるが、男性の赤い物の 所有率は4 地域全て

に お い て 600／o を超え、特に武漢では 82 ．oo／o の 男性

が赤い物を所有して い る こ とが分か っ た。性別にま

つ わる色のイメ
ー

ジを超えて、男性も自ら の 嗜好に従

い、品物 の 色を 選択す る こ とが示された。

　尚、赤い物の 中で は小面積のもの （靴下
・
靴

・バ ッ

グ ・手袋
・
帽子

・
マ フ ラーな ど ）が 比 較 的 多 く所有さ

れ 、その色は殆 どが明度V4 、0 に偏 っ て い る こ とが 4

つ の 地域共通の 特徴と して 見 られた 。 赤い下着の 所

有率は北京を除 い て、3つ の 地域共に ］0 ％ 以下に留

ま っ た 。 北京 におけ る赤い下着所有率は他の 地域よ

り高く、128 ％ にも上 っ た。北京の回答者 に お い て

100．ち

80％

60％

・10％

2〔臨

O％

1 且 2 工｝ 09 o 呂

北京　　　武漢　　　杭州　　　 重慶

囲 1卜常 に 好 き

団 ど ち ら も 宀え な い

口 1i常 に 嫌 い

圏 や や 好 き

口 や や 嫌 い

100V6

809b

60％

窪o 

20％

O％
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Fig．7　中国4地域に お け る赤を好 む 度合　　　　　　　　　 Fig．8　中国4つ の地域に お け る赤い物の 所有率
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は、赤い 下着の所有が比較的目立 つ といえる。

　中国で は、本命年 （生まれ 年の干支が巡 っ て くる年）

におい て 、い わ ゆる年男、年女に あたる男女 は赤い

下着を着る こ と でその
一

年の平安 を祈る風習がある 。

こ うした風習は、赤 とい う色に 「厄 を払 っ て 、福を招

く」との願いが込め られ、またそ うした効力を持つ 色

として 信じられて い るためと考えられる。

4 ．2 ．4 ．赤と の配色

　赤と配色させる色 （Table6 を参照）として は、4 つ

の地域全てにおいて 白と黒が最も選択された 。 それ

以外には明度の より高 い 色 を配色させ る傾向が見 ら

れた。

Table6　中国4つ の地域における赤との配色

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位

北京
黒

32．9
白

34，2
青
9．6

緑

7、5
黄

62
檀

2．7
紫・桃
2．1

灰

14
藍

0、7

武漢
自

49．3
黒

26．7
黄

6．7
青

6、0
緑

4、7
橙

2．0
茶・紫・灰
籌．3

桃

D．7

杭州
白

38、1
黒
22、1

橙
8．8

青
7」

緑

44
藍
3．5

桃

2．7
茶・紫・灰
1、8

重慶
自

38．6
黒

26．8
黄・

青
9．4

縁・橙
39

茶・紫
2．4

灰
1．6

藍・桃
0．8

　その うち、武漢 の回答 は比較的集中 して お り、約

半分の回答者が白 （49 ．3％）を選択し た。杭州で は 地

域 におい て 見 られ た黄色の 選択がな く、明度がよ り

低い 橙、藍の 回答が他の地域よ り多数であ っ た。重

慶は 4 つ の地域で唯一、選択肢と して 用意された全 て

の色が選択された 。

　ま た、重慶の 選択で は自と黒の他、黄色と青の選

択が 著 しく多か っ た。重慶市は中国の西南部最大の

商工 業都市で あ り、長江上流の経済の中心地と して、

中国最大の 人口を擁す る直轄市であ る。重慶で は漢

民族を主と し、49 の少数民族が存在する こ とは、重

慶の文化を多彩に して いる
5 ｝

。こ の ような多様な配色

の選択 は、重慶人 の 文化の 多様性を表 し て い るの で

はない かと考えられる 。

4，2．5，「赤」か ら連想される言葉

　「赤」という色 から連想される言葉を 自由回答形式で

尋ねた 。そ の 結 果 を集計 し、男女共通 して 連想 さ れ

た言葉を具象語 と象徴語 にグル
ー

プに分 け、得られ

た結果は丁able　7に示される通 りで ある。
単位 ：％

Table7 　中国4つ の 地域 に おけ る 「赤」か ら の連想語

北 　 京 武　 漢 杭 　 州 重 　 慶

人 体
血 （85）心 （刀

生 命 ・唇 （各 3＞
血 （86）女 の 人 ・心 （各5）

生 命 （の 唇 ・赤 い 顔 （各 3）

血 （68）唇 ・死 亡 （各 6）
生 命 （21

血 〔77）心 （8）唇 〔6）
女 の 人 （3）死 亡 （2）

自然 現 象
太 陽 （4の 火 （19）
炎 （8）タ 焼 け 〔5）

太 陽 （38）火 （18）

炎 （9）朝 日 （4）タ 日 （2）

太 陽 （31）火 （12）
炎 （5）タ 焼 け 〔3）

太 陽 〔26）火 （22）
タ 日 （4｝夕 焼 け （3）

植 物
りん ご （15） バ ラ （14）

花 （6）
花 （20〕バ ラ （1D り ん ご （10）

トマ ト（5）

りん ご （9）花 〔7）
バ ラ （4〕ス イ カ （3）

花 （23）バ ラ
・

トマ ト （各8）

紅 葉 （4）
具

国 旗 （49 ）赤 い 旗 〔40） 国 旗 （45）赤 い 旗 （32）中 国 （7） 赤 い 旗 （32＞国 旗 〔27）中 国 〔7） 赤 い 旗 〔36 ）国 旗 （33）

象
政 治

赤 い ス カーブ
注 D ・

革 命 （各 12〕

赤 い ス カーフ 〔5）紅 罩 〔4）
革 命 〔3）共 産 党 （2）

赤 い ス カーフ （6）共 産 党 ・革命

五 星 紅 旗 1各 4）紅 軍
じ蜀

（3）

赤 い ス カ ーフ σ）中 国 〔5）

赤 い 星 〔4）愛 園 （3＞

政 治
一
天 安 門 （各 2）

語 吉 事 ・春 節 （各 10） 春 節 ・ち ょ う ち ん （各 5） ち ょ う ち ん （3） 中 国 結 び （12 ）春 節 ・吉 事 （各 8）
伝 統 ち ょ うち ん （8）中国 結 び

〔注 z〕
（5） 対 聯 （3）春 貼 （2） 対 聯 （力

結 婚 ・祝 日 （各 4）春 貼 （3）
衣 装 （12）交 通 信 号 （10） 交 通 僭 号 （13）衣 装 α0） 交 通 僭 号 （10 ）口 紅 （6）衣 装 （5） 衣 装 （11）戦 争 （1D）

そ の 他
戦 争 （4）暴 力 ・警 告 ・（各 3）
愛 情 （2 ）

ス イ カ ・希 望 ・戦 争 （各 4）

ス コ ア （3）祝 日 ・
刺激 （各2）

戦 争 （3＞ 赤 い 封 筒
｛注 4」 ・警 告 （各 5｝

愛 国 ・愛 〔各 3＞
小 さ い 赤 い 帽子

・
赤十字 （各2）

情 熱 （28）め で た い （14） 鮮 や か な 赤 い さ ま （43）情 熱 〔38 ） 情 熱 （23 ）危 険 ・妖 艶 （各 7） 情 熱 （27）危 険 （13）
熱 烈 （9） 熱 烈 ・

活発
・

め で た い （各 13） 熱 烈 ・激 情 （各 5） 活 発 ・熱 烈 ・め で た い （各 9）
奔 放 ・活発 〔各7） 危 険 （12）奔 放 ・勢 い 盛ん な さま め で た い

・緊 張 （各4） 激情 （6）快 楽 （6）妖艶 （7）
象
徴

危 険 一妖 艶 一鮮 や か な （各 6＞ （各 10＞激 情 ・
温 暖 （各 8） 血 生 く さ い ・鮮 や か な ・活 発 ・興 奮 （5）奔 放 〔4〕

語 快 楽 ・明 朗 （各 4） 目立 つ 〔7）縁 起が い い （6）妖艶 （5） 目 立 つ 〔各 3） 熱 い
・
椅 麗

・
目立 つ （各 3）

強 烈 ・鮮 や か な 赤 い さ ま 〔各 3） 富 貴　
鹽熱 し、　・　興 奮　・　弓董鼎星（各 4） 湿 暖 （2） セ ク シ ー・恐 怖

・
衝 動に

・
セ ク シ

ー・
緊張 （各2） 極 め て 人 気 で ある ・セ ク シ

ー
と て も 勢い 赤い さ ま （各2）

（各3）人気 者 ・穏 や か （各 2＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （括弧内 は 回 答頻度）

（注 1）赤 い ス カーフ ：中国少年先鋒隊員の赤い ス カーフ
6）
。

（注 2）中国結び ：中国の水引
6）
。

（注 1）紅軍工農紅軍の略称 。 第二次国共合作以前の中国共産党指導の軍隊の名
6）

。

（注 1）赤 い 封筒 ：赤い紙で お 金 を く る ん で 包み ；祝儀 ；お ひ ねり ；現在で は賄賂を意味す る
6）
。
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　全体的に具象語の 連想が多か っ たといえるが、男

性は女性よ りも具象語の 連想が多く、象徴語が少な

い とい う傾 向も得 られ た 。

　4 つ の地域 に共通 して、中国な らではの赤の伝統的

意味が示 された 。 例えば 「めでたい 」 （喜床）、「勢い

盛んなさま」（鉦 虹火火）、「縁起がい い」（吉祥）、「磊

貴」（富 貴）な どの象徴語が連想された 。 伝統 に関わる

具 象語 は赤をよ く使用す る 場面 を反映 して い るとも

捉 え られる。例えば、「吉事」、「春節」L 厂中国結び」，

「結婚」。

　また、「共産主義」、「革命」な ど政治に 関わる言葉

の 出現頻度はか な り低 い 値 に 留 ま っ た。赤の 政治的

な意味はある程度中国人の 考えを左右す るといえる

が、世 界の
一

体化 を強調 す る 今日 で は、赤の 意味は

政治的な意昧 に限 らず、よ り多様 化 して いる ことが

窺える 。

　尚、特徴的な言葉と して 「女の 人」が挙げ られるが 、

中国 に お い て 、赤、特に 「紅」とい う文字は、しば し

ば女性の意味で使用される 。 「紅顔」、「紅袖」、「紅涙」、

「紅否 」な ど言葉の 中 で は、「紅」が美女を意味する。

女性の 化粧は 「紅粧」とされ 、「紅楼」はも ともとお金

持 ち の 夫人達の 華や か な住宅を指 したが、そ の 後水

商売の場所を意味するよ うにな っ た。

　その他 、連想 された言葉 の 数 が地域に よ っ て 異な

り、類別の割合が違うとい っ た特黴も見 られ た 。

　北京市は中国の 首都 で あ り、中 国の六大古 都の
一

つ と して 、有史 以前の 50 万 年前 まで さか の ぼ り 、

遼 ・金 ・元 ・
明

・
清 5代の王朝の都であり、849 年

の 間、都 として の位置 に在 り続けている
「’1

。 政治的な

中心 として、確固たる位置 に あ る ため北京で政治関連

の 連想語 が4 つ の地域中で最も多いと予想されたが、

伝統に 関す る連想 語 の方 が む しろ顕著 に見 られ た 。

こ の結果は、政治の 影響よ り、む しろ 歴史 や伝統文

化 が北京の 日常の生 活と強 い つ な がりを持つ こ とを

示 唆すると考えられる 。

　武漢において は他の地域よ り多数 の 象徴語が挙げ

られた 。 武漢は 、長 江と長江最大の 支流で ある漢水

の 交わる地点で あ り、昔か ら 「九省 に通 じる所」と讃

えられ る ように 交通はとて も便利である
5’，
。こうした

便 利な交通が、文化交流、そ して 言語の発展 にも影

響を与えるの で はないかと思われる 。

　そ の 他、杭州は政治 に 関する言葉 と自然 現象 に関

する連想語が最 も多く示されたが 、伝統に関する連

想語は僅か で あ っ た。重慶 で は特 に 植物 と そ の 他の

L 　　．＿

分類 に含ま れ る言葉が想起されやす い 傾 向が見 られ

た 。

4 ．2 ．5．日本と中国を表す色

　色 に喩 えた場 合、日本と中国 はそれぞれ何色にな

るか という質問に対 し、色名 で 自由 に 回答 さ せ 、併

せ て そ の 理 由を簡単に説明 して も らっ た 。 その結果 、

日本 と中国の イメージ色 は 、中国の 4 つ の 地域 で 類似

した回答とな っ た 。 全体として、日本のイメージ色は

臼を始め、黒、灰などの 無彩色が中心であ り、その

色数も豊富であ っ たの に対し、中国のイメ
ー

ジ色は色

数が少 な く、圧 倒的 に赤 が回答 さ れ る 特黴が明確に

示された 。 また、日中のイメージ色の第 1位 は 男女で

一
致 し、それぞれ臼と赤となっ た （Fig、9を参照）。

lOO ？n

8〔為

60’tn

・lo％

2〔〕％

0％
lL｝iL　 LIこ、；！ 杭 ．II［ ・1・，1竇　．1腺 　、心 ．〕こ

Fig．9　日 中の イ メージ色
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　日本の イ メ ージ色 に 関 して は、北京の回答におい て

臼、黒 、灰 に偏 っ た傾 向が最も強 く見 られた。杭州

で は 臼などの無彩色を 中心 に選 択され、回答された

色数も 多く L 見方の 多様性が捉え られた 。

一
方 、中

国のイメ ージ色に つ い て の 選択は、重慶の 回答が他の

3 つ の地域と若干異なり、赤に対する偏りが比較的弱

く、他の 色を中国に喩える回答も少なくなか っ た 。

　日本と中国のイメージ色の回答理由から見ると、多

数選択 された白と赤は両国の国旗 の イメージ に強く影

響さ れたことが窺われた e また、臼、黒、灰な どの

無彩色は中国人にと っ て歴史に残る、日本人の 「冷酷」

「残酷」「恐怖」とい っ たイメージ との 関連が指摘され

た 。

一方、日本人のき ちんと した性格も これ らの 色

を通 じ て表されて い た こ とも分か っ た。

　他方の中国のイメージ色の 回答理由を見ると、多数

選択された赤は国旗のイメ
ージ の 他、さ まざ ま な 理由

も挙げられた 。 特に、赤は慶事における祝祭色として

伝統 的な 「めでたい 」印象が強い こ とが捉え られた 。

中 国 人 の 情熱的な性格が赤のイメ ージ に 反映され て い

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　 」
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る とも考えられる。また、「活気がみなぎ っ て い る」、

「勢いがすさま じい」等 の 経済的な現状及び今後の経

済へ の展望も連想された 。 今回の 調 査 で は、「共産党」、

「共産主義」など「革命」の連想も挙げられたが、回答

頻度は少なか っ た 。

　赤の次にイメージされた黄色の理由を見る と 、中国

人 が 「黄色皮膚の 人種」、「炎黄 子孫 」
駐 5 〕

で ある事、

「黄色の 土で 生活した りする」等、人種 と自然の特徴

が強調さ れ る一方、「中国の文化の揺籃 （発祥地）と言

わ れる黄河の色」、「伝統文化の龍は黄色である」、黄

色は「王帝の権利」であ り、「威厳」と「荘重」を代表す

るなどの文化と 関連する回答も見 られた 。

あ ると思われる 。

（注5）炎黄子孫 ：炎帝、黄 帝の 子孫の 義で 、現在漢

　　　民族の こ とを謂 う
S）

。

5，総合考察

　中国人にと っ て 赤は生活に欠 かす ことでぎ ない 色

であ り、歴史の反映であり、継承されてきた文化 で

あ る 。現 代で は社会環境が変わ っ た ものの 、赤は変

わ らず人々に愛されて いる。赤がめ でたい象徴色に

転化 する ことによ っ て 、伝統的な民族の 美意識が
一

層豊か に な D 、人 々 の 理想や麗 しい 願望を反映す る

ようにな っ たとも捉えられ る。

4．2．6．色彩に対する認識

　中国人学生において 色彩に対する認識の現状を調

べ るため に、色彩及 び配色に対 しで どの程度の 関心

を持 っ て い るか 、色彩心理学 の授業導入を希望 してい

る かなどの質問を用意 した。

　「色彩に対 して どの程度関心がありますか」、「日常

生活で 配色 を気 に する ことはどの ぐらいがあ ります

か」とい う質問に対 して、全体的 に70 ％ 以上が関心

を示したが、北京 と武漢、杭州と重慶の 2 つ の グル
ー

プで は共通す る 部分 がそ れぞれ多く見 られた。その

うち 、北京と武漢で はよ り高い関心が示されたとい

える 。 特に北京で は 関心 が 「あ る 」と い う回答が800／o

にも上 D 、日常生 活において色の組合せにかな り気

を配 っ ている ことが窺える 。

　「色彩心理学」の 認知度をま と め たと こ ろ、「よ く知

っ て い る」とする 回答は 4 つ の地域でも僅かで あ っ た。

全体的に 「聞 い た こ とがある」とい う回答は最も多か

っ たが 、「全 く知 らない」とする回答も少な くなか っ

た 。 中 で も 重慶に おける認知度が最も 低く、「全 く知

らな い」とする選択率は44 ％を上回 っ た 。 また、色

彩心理学の授業の導入に対しては、4 つ の地域とも比

較的高い 希望が見 られた 。 特に、重慶で は強い希 望

が示された。武漢で は 「全く希望 して な い 」とする回

答は全 く見 られなか っ た。

　 この ような結果は、色彩や色彩心理学に 対 して 強

い 関心を持 っ て い る に もかかわ らず、色彩を上手に

使用するため に必要な 心理学的知識 はあ ま り持 たれ

て い ない と い う中国の 現状を知るこ とがで きる。色

彩の知覚に関する物理的知識だけではなく、今後の

色彩教育 においては色彩心理 学の 知識 を重視 し、色

彩の効果を高め る方法を積極的に探 っ て行 くべ きで

［二＝二二 二二二 ＝ ニー二 ：＝ コ 335 匚

5．1．中国における地域差

　赤に対するイメ
ージ調査 で は、中国における地域差

は小さく、全 体的 に赤を 嗜好す る傾向が見 られ た。

千々岩ら（1999 ）による中国を含む 20 力国を対象と

した色彩調査の結果 では、北京と上海 にお け る 「親 し

ま れ て き た 色 」の 第 ］位 は さ え た 赤 ＜ 4 ．4R

4 ．4112 ．6 ＞ で あり
7〕

、本研究の結果 との 共通点が認

め られる 。 しか しながら、本研究にお い て は地域に

よ っ て特異な傾向も見出された。

　北京は中国の 首都 で あ り、共 産党の政権所在地で

あ るだけではなく、赤色 に彩 られる歴史遺跡も豊富

で あ る。そ うした環境 に影響さ れ た結果 、北京で は

他の 地域に比べ 赤嗜好がよ り強 いことが予想され た

が、実際はそ うで は な か っ た。北京以上に赤の 嗜好

が強い 地域も あ っ た。こ のような結果は、赤嗜好 に

影響する要因 は 赤の 政治的な意 味だ け で は な い こ と

を示すものと捉えられる。

　
一

方、北京 か ら離れ 、沿岸部に位置す る杭州 では

独 自な 嗜好傾向が示 され た 。嗜好 順位 に お い て は、

杭州における赤の選択率が 4地域中最も高ぐ 強い 赤

嗜好 が示された 。 しかし、赤いものの 所有率は 最も

低 く、伝統 に関わる赤か らの 連想語 も最も少な か っ

た。また、赤と配色する色 としては、他の地域と比べ

杭州 では明度の低い色が多数選択された 。 こうした色

嗜好 の 傾 向は、杭州 の 歴史 と文化の 特徴 に起 因する

もの と考え られる。古代か ら杭州は錦絵、黒紙扇と

檀香扇など の 伝統工 芸 品 の 製 作が盛んであ O 、それ

らの品々はシルク 囗一ドを通 っ て 海外に運ばれ珍重さ

れた 。 杭州の 工 芸品は、精巧 なデザイン、鮮明な色

彩を特徴 として お り、独自の 色文化が発達 して い ると

い える
5 ｝

。このよ うな文化的背景が影響を与 え、赤に
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対す る特殊な色彩感情 をもた ら し た こ とも考え られ

る。

5 ，2．中国人学生 に と っ て の 「赤」

5 ．2．1．赤に対す る文化的意味

　赤と い う色か ら中国人学生 が 読 み 取 る 意 味は、色

か らの 連想 に反映さ れ て い る e 本調査 にお い て 、赤

か ら連想された 言葉は種類が豊冨で あ り、人体 、自

然、植物、政治 L 伝統、そ の 他、象徴語などのカテ

ゴ リに分 けられ た 。 特に伝統に関す る連想語は中国

の調蛮地域に共 通 して頻 繁 に見 ら れ た。こ の伝統 に

関する連想語 の うち、中国独特の 「め で たい」と い う

意味 を中心 に、様々な祝賀行事や風俗習慣が想起さ

れてお り、中国人に と っ て の赤の重 要性が捉え られ

た。こ の 「め でたい」意味は赤に対する色彩感情を多

分 に 支 配 し、色彩感情 に対 し て文化的な広が りをも

た らして い る と考え られる。

　赤 い 物の所有率は4 つ の 地域す べ てにお い て 高か っ

た 。 こ の よ うに 、中 国人 は違和感なく赤に接 し、赤

と い う色 を 生 活に 密着 させ て い る と い えるが、中国

人 に と っ て赤 は単な る色で はな く、文 化的 に重要な

「めで たい 」の 意味が付与 されて い る こ とが推測され

る 。

　 実際に中国では慶事の 際、赤が ベ ー
スカラ

ー
として

扱わ れ る こ とが特徴である 。 特に 赤一色だ けを使用

する こ と が好まれる。花嫁の衣装はもちろん 、赤
一

色 の もの として祝儀袋、表彰状、テ
ー

プカ ッ トのテ
ー

プ、祝賀の席の 垂れ幕な どもよ く目に する。こ の よ

うな赤一色の 扱い は 「め で たい」（喜床）雰囲気を際立

たせ て い ると思われ、赤 自体の ア ピ
ー

ル性 が強調 さ

れ 、そ の 美意識 1こ は中国の文化が浸透 して いると い

える。

5，2 ．2 ，赤に お け る政治意味

　「共産主義」、「革命」などユ ニ バ
ー

サルな象徴性を持

つ 語も過去 には頻緊 に 挙げ ら れ たが、本調 査で は こ

のような言葉の 出現頻度はかな り低か っ た。「大辞泉」

81
によれば、「革命旗が赤色」で ある とこ ろか ら、赤は

共産主義 ・共産主義者の俗称 と し て 解釈され て いる。

確かに、各国の 共産党の 旗も赤と い うこ と は決ま っ て

い る ようで ある。「赤旗 ＝ 革命」と い う
一

般 的な 連想

は 、1848 年 に 起きた フ ラ ン ス の 二 月革 命の ときに、

大衆が赤旗をシンボルに した こ とがき っ かけにな っ

てい る
t’）
。

L

　旧ソ 連とアメリカの冷戦時期で は、共産 主義と い う

政治的な赤の 意味は極めて強か っ たが、世界両極の

崩壊に伴い 、多極化した今日では経済の発展に人々

の視線 が注 がれるよ うに変わ っ て き た 。共 産主義 と

い う狭い意味を超え て 、経済の好況や、国の 繁栄な

ども赤か らイメ
ー

ジされた 。 こ の よ う に、時代の進歩

は色に新たな意味をも与えるの で な い か と 思 わ れ る。

5．2．3．赤における 「提示」機能

　今回の調査では 、赤か らの連 想語 と して 「赤信号」

あ る い は 「交通信 号」（紅 録灯 ）も挙げられたが、その

出現頻度は高くはな か っ た 。 中国人の 色連 想に関す

る過去の研究
1・Li／． 1

に よ る と、中国人に おい て は赤に

対して 止 まるとい う意識が比較的持たれにくいとされ、

赤は提 示機能 （伝達手段に使われ る）よ りも、む しろ

文化機能の 役割 が 重 要 で は な い か と い う報 告 も な さ

れた 。 今回の調査では、中国の各地域で伝統に関す

る連想語の特徴が共通 して おり、赤 の イメ ージ に 伝統

的な文化の影響の方が強い こ とも窺 える。

5．3，今後の課題及 び展開

　赤の イメ
ージに対して 地域の違いがどのように色彩

感情に 影響するかを解 明す る た め、本研究 で は中国

の 4 つ の地域 を 対象地 と して 、色彩嗜好、色の使い 方、

色か らの連想な どの色彩感情の 分析を通 じて調査を

行 っ たが、赤に対す るイメ
ージは全体的に類似 して お

D 、それぞれ の 地域 の 特徴も現れ て い た 。 それ らの

独特な色 彩感 情 が どの よ うに 歴史文化 、地理 条件、

経済状況など要因に影響され て い る か と い う点に つ

い て は、今後 も更 に検討し続け るべ きであると思わ

れる。

」336 「匸
一

6．参考文献

1）古大治 ・傅 1丿雨申
・栃仁 鳴 （2000 ）色彩与 圏形祝

　　覚原 王里 科学出版社

2）城一
夫 （1993 ）色彩の 宇宙 誌

一
色彩 の文化史 ，

　　明現社

3）弄洪
・
張 序買 （2003 ）中隼民族現念中的虹 色 ，

　　JQurnal　of　Zhe 亅lang 　lnstitute　of　Science　and

　　Tech ［ ology ．20 （2 ）

4）李応強 （］996 ）中国服装 色彩史論 ，台北南天書

　　局

5）米倉二 郎 ・陳橋驛
・
馬安東 〔1990 ）中国の諸都

　　市
一

その生い 立ちと現状
一，大明堂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Electronlc 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

［ ＝ ：二＝二 ＝「
一

廟 ・A・ ・FTH ・ C・L・・ SCIENC ・ ASS 。CIArl。・ 。F　JAPAN

6）北京商務印書館 ・小学館 （合同編集）（2002 ）

　 中日辞典

7）千々岩英彰 （編著）（1999 ）図解世界の色彩感情

　 事典 ，河出書房新社

8）松村明 （監修）（1998 ）大辞泉，小学館

9）伊東孝 （1994 ）「色」の 不思議，株式会社雄鶏社

10 ）Courtney，　A．　J、（］986 ）Chinese　Population

　　Stereotypes：Color　Associations，　Human 　Factors，

　　28 （1），97 −99 ．

11）Chan ，　A．H ．S．＆ Courtney，　AJ ，（2001 ）Color

　　associations 　for　Hong 　Kong 　Chinese ，

　　lnternational　Journal　of　l［dustriar　Ergonomics，

　　28 ，165 −170 ．

（投稿受付日 ：2005 年4月 11 日）

（採録決定 El ：2005 年 12 月 15 日 ）

著者紹介

ちt う　　fiコ

張　粤

2005 年早稲 田大学大学院人 間科

学研 究科ll多士課程修了、修士 （人

間科学）

日本色彩学会

日本色 彩学会 ，日本心理学会 ，

日本教育心理学会，色彩教育研 究会，ア メ リ 力心 理

学会 ，ISCC，人間
・
環境学会

ごし　と う　　　み 　　　ま
齋藤　美穂

1985 年早稲田大学大学院文学研

究科博士後期課程修了

博士 （人間科学）

現在，早稲日ヨ大学人間科学学術院

教授

　　　　　　 日本社 会 心理 学会 ，

［＝ ：＝＝ 一 ］ 337
一

一

一
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


